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鳩山法相の「冤罪でない発言」が波紋をよび、事実上の発

言撤回と謝罪がされた。この発言は、２月13日検察長官会同

における訓示の後、鳩山法相がマスコミに「冤罪を志布志事

件にまで適応すると、無罪は全部冤罪となってしまうのでは

ないか」と言ったというものである。

志布志事件とは、鹿児島県議選買収事件のことで、警察権

力がありもしない事件をつくり上げた、いわゆるデッチ上げ

。 、 、事件である このデッチ上げの構図は ＪＲ浦和電車区事件

そして蒲郡駅事件と全く同

一である。

国家権力は、平和勢力の

撲滅を目的に、冤罪を明る

みにすることなく、戦前の

ように冤罪を増やしていき

たいのだろうか。いずれに

せよ 「冤罪」という言葉、

を死語にしたいことはハッ

キリしている。

私たちは、冤罪に苦しむ

人たちと連帯して闘う！

「 」 、鳩山法相 冤罪でない発言 の意図は
冤罪やりたい放題の体制づくりか！？
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国家にしかできない犯罪 それは戦争と冤罪だ！、
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